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前多隼人氏は，海藻成分の中でも栄養機能に関する研
究例の少ない脂溶性成分に着目し，その生理機能につい
て研究を進めてきた。その結果，褐藻類に特徴的に含ま
れるカロテノイドであるフコキサンチンが，他の食品成
分には見られないユニークな作用機構で，肥満や糖尿病
の予防改善に効果を示すことを明らかにした。また，そ
の他の食品や天然物に含まれるカロテノイドやテルペノ
イドによる疾患の予防作用についても研究を展開してい
る。これらの研究成果の概要は以下のとおりである。

1．‌�フコキサンチンの脱共役タンパク質 1（UCP1）を
介した抗肥満作用

メタボリックシンドロームは心筋梗塞や脳梗塞などの
リスクを高めることから，その原因となる肥満の予防改
善は重要である。肥満による疾患は，肥大化した脂肪細
胞から分泌されるアディポサイトカインの過剰分泌が原
因である。同氏はフコキサンチンが脂肪細胞内での核内
転 写 因 子（PPARγ：proxisome proliferator activated 
receptor γ）のリガンド作用を示し，脂肪細胞の分化と
脂肪蓄積の抑制を引き起こすこと示した。更にフコキサ
ンチンは肥満病態マウスの白色脂肪組織（WAT）中に
UCP1 を発現させ，内臓脂肪を減少させることを明らか
にした。本来 UCP1 は褐色脂肪組織（BAT）に存在し，
過剰に蓄積した脂質を熱産生により散逸させる。しかし
BAT は加齢とともに減少することに加え，WAT には
UCP1 は発現しないと考えられていた。フコキサンチン
は WAT に BAT 様の機能を発現させ，肥満を予防改善
する食品成分であることが明らかとなった。

2．フコキサチンの抗糖尿病作用
フコキサンチンは WAT の重量を減少させるだけで

はなく，肥満病態マウスや食餌性肥満マウスの血糖値を
有意に低下させた。この作用は脂肪細胞から分泌される
インスリン抵抗性の惹起に関わるレジスチンや TNF-α
などのアディポサイトカインの調節によることを示し
た。更に筋肉組織でのグルコーストランスポーター 4 遺
伝子発現を調節し糖代謝を改善することを明らかにし
た。また，フコキサンチンの作用は，魚油及び中鎖脂肪
酸トリアシルグリセロールと同時に摂取することで高ま
ることを示した。

更にはフコキサンチンが抗肥満作用だけでなく，肝臓
中のドコサヘキサエン酸の絶対量を増大させることも明
らかにした。これらの研究から，フコキサンチンは脂肪
組織，筋肉，肝臓など体内の様々な組織で，疾患の予防
改善作用を示す多機能性物質であることを示した。

3．‌�カロテノイドをはじめとしたイソプレノイドによる
生理機能の解明

パプリカなどの野菜類に含まれるカロテノイドである
カプサンチン，カプソルビンが，脂質代謝の亢進に関わ
る脂肪細胞から分泌されるアディポネクチンの分泌を促
進することを明らかにした。更にこれらのカロテノイド
が，肥満により誘導される脂肪細胞での慢性炎症状態を
緩和することを示した。

また，未利用の間伐木材であるクロモジから抽出され
る精油成分による白血病細胞のアポトーシス誘導作用
や，抗炎症作用について明らかにした。

以上のように，フコキサンチンをはじめとした食品や
天然物に含まれる脂溶性成分による健康の向上に関する
研究は，今後の油化学のライフサイエンス分野における
研究の発展に大きく寄与するものである。
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